
博

機

博

悔

隠

隠

陰

回
）

雪
）

当

　

出

　

田

　

鮒

は
■
割
強
で
、

大
半
を
県
中

討
乗
員
会
を
開
催
。

財
源
や

一程
蚕
募
速
宴
塞
率
金
で
賄
っ

運
営
母
体
な
ど
に
つ
い
て
強

て
い
る
の
が
現
状
だ
。　

　
　
論
を
始
め
た
。

さ
ら
に
、

バ

さ
ら
に
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連

ス
以
外
に
も
買
い
物
や
除
宮

行
期
瞑
は
１３
年
度
ま
で
。

　
と
い
っ
た
高
密
重
表
韓
な
ど

そ
の
た
め
１３
年
度
中
に
も

も
事
業
化
で
き
な
い
か
検
討

住
民
主
体
の
運
営
に
移
行

一ヨ
る
。

本
村
さ
ん
は

一過
環

ク
ロ
ー
パ
ー
パ
ス
に
乗
り
込

身
が
動
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

む
住
民
。

診
療
所
の
行
き
末

い
。

パ
ス
だ
け
で
な
い
、

住

や
通
学
な
ど
で
利
用
さ
れ
る

民
に
よ
る
地
域
経
営
が
必
要

＝
車
岡
市
山
古
志
竹
沢
　
　
だ
」
と
お
っ
た
。

板
塵
忠
さ
ん
介
じ
ら
が
小
国

一に
に
伴
い
、

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連

さ
ん
は

パ

ス
を
２
台
に
し

活
サ
ー
ビ
ス
と
に
ぎ
わ
い
創
出
の
両
立
。対

象
と
な
る
山
古
志

・
太
田
、

小
国
、

栃
尾
、

川
日
の
４
地
域
で
議
め
ホ
本
格
化
す
る
の
を
前
に
、

そ

れ
ぞ
れ
の
現
状
と
展
望
壱
紹
介
す
る
。

市
が
助
成
Ｎ
Ｐ
０
３
行
　
　
護
艦

控
増
時
間
活
用
で
活
性
化

へ
　
姦
一一窪

町
法
坂
に
あ
る
事
務
所
で
地

行
主
体
に
名
乗
り
を
上
げ

た
い
」
と
も
賠
る
。

不
果
台

図
を
広
げ
、

指
で
線
を
書
い

た
。

郷
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ

に
臨
え
る
ほ
か
、

路
線
運
行

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
を
６
０
０
万
円
で
聴

以
外
の
取
り
組
み
に
も
力
を

療
蚕
か
ら
人
爺
来
て
く

　

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
２
０
■
２

入
。

経
験
着
も
人
を
連
彗
子

入
れ
る
こ
と
で
、

地
抜
斐
適

れ
る
場
所
は
山
の
方
に
多

年
度
か
ら
市
の
助
成
を
受

に
迎
え
、

支
所
モ
く
か
ら
市

を
安
定
化
さ
せ
た
い
考
え

い
」
「バ
ス
で
着
び
つ
け
れ

け
、

路
線
バ
ス
が
な
い
小

境
の
大
員
ま
で
を
■
日
１０
往

だ
。

渡
点
在
す
全
霊
基
不
イ
ン
ト

田
南
彗
の
コ

こヽ

エ
テ
ィ
ー

復
す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
【室
母
値
の
環
作
の
経

が
一
つ
の
ル
ー
ト
に
な
る
」

バ
ス
を
運
行
す
る
。

Ｈ
年
度

　
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

和
な
ど
に
も
取
り
細
江
一、
震

―
。

小
国
の
地
域
お
こ
し
に

ま
で
は
市
が
パ
ス
事
業
者
に

ィ
ー
パ
ス
以
外
に
も
マ
イ
ク

村
の
暮
ら
し
の
延
長
で
大
勢

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

一Ｍ

一套
れ
し
、

無
料
で
運
行
し
て

ロ
バ
ス
を
地
域
の
活
年
猛
炉
ヽ
の
人
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

Ｔ
Ｎ
サ
ポ
ー
ト
」
連
子
長
の

き
た
。

１２
年
度
か
ら
の
有
料

つ
な
げ
た
い
と
知
恵
を
紋

し
た
い
十

　
一
　

　

【

_“ザ111イ

回 中雷目電線讐軸 ≦琶聖ヌ警島  会
員登録 した乗客を営利 と認められない範囲の連貧

で輸送する 馳弱静算事コロ彗コ を導入 した上4現
造特因 。中題地震で人 口流出が進んだ中山間地 く山  行 の法制度では認められない会鼻以外からの連負依
吉志・太口、刀ヽ国、栃尾、川 日)の 4地 域で規制を緩和  収 を可能にしたり、一定の実績がなくても有料費し
し、住民が主体 となって公共交通や高齢者らへの生  出 しができるようにしたりする計画だ。利用者を増
活支援サービスを運営 できると組みづ くりを目拍  や し、観此や福祉、教育など広い分野で車両の空き
す。国の採択を受け、2012年度からは地域公共交通  時 間を有効に活用することで、公共交通を支える数
の規制題和 に取り組む。自家燕マイクロ′ヽスなどで、 画 な慮勢を築きたいという考えだ。

欄
田

日

圃

市
が
国
に
中
摘
し
た

「地
壊
活
性
化
述
吾
岳
【区
」。
１８
日
に
野
田
佳
彦

菖
ぷ

，り
車
遣
奪
贈
与
さ
れ
、

正
式
に
Ｇ
Ｏ

？
↓

サ
「
ン
が
出

た
。

ま
ず
は
、

車
を
運
転
し
な
い
人
の
通
院
や
通
掌
、
買
い
物
に
必
須

口
「
パ
ー
パ
ス
」
が
や
っ
て

ど
。

私
は
珍
索
所
に
毎
月
通

し
、

来
た
。

一琢
碁
空
番
え
た
梶
金

う
し
、な

く
な
り
ゃ
因
る
ね
」
目
指
す
。

】
口
Ⅶ
、
　
　
　
　
　
　
が
乗
り
込
む
。

「パ
ス
を
使
　

中
進
如
震
後
に
路
線
パ
ス

が
財
源
の
確
保
だ
。

「引
き

正
午
前
、

山
古
志
支
所
に

う
の
は
、

車
の
免
挿
の
な
い

が
廃
工
百
れ
、

つ々
】
０
も
年

雄
ぐ
に
も
収
入
を
安
定
さ

防
焚
ブ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
が
連

く
誘
導
し
、

収
益
増
に
つ

宮
す
る
ク
ロ
ー
パ
ー
バ
ス
が

な
け
ら
れ
な
い
か
方
策
を

地
域
内
を
走
る
。

地
競
あ
ヤほ

一考
え
る
。

ほ
金
世
帝
ホ
会
費
を
考

住

　

国
型
其
足
隆
採
玉
すら
、

民
参
加
型
が
特
徴
。

し
か
し

住
東
代
表
や
行
理
藝
基
章
ら

暁騒
寧
え
あ
表
所
前
に

「ク

拘
歳
以
上
の
人
が
ほ
と
ん

か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

富
越

せ
な
い
と
」
と
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

住
民
主
体
の
運
営
移
行
　
　
探髄
咋

習

雰

う
基

春

智



紳
部

瑚
卸

□

鮒

時
畳

い
付
名

爵
時
ド
■

お
コ
営

□

↑
虐
∪

<下 >

コロ
分
だ
っ
て
い
つ
か
車
の
運
転

が
で
き
な
く
な
亀

そ
の
氏

ぢ

，
か
」
。

新
尾
で
市
民
主
導
の
パ
ス

地
域
月
遊
路
線

設
置
を

診
療
所
の
送
迎
仕
組
み
注
目

連
行
を
模
策
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
天

↓フ
■
ゥ特

区
に
つ
い
て
基
し
た
１９
日
の
猛
癌

ォ
ー
ラ
ム
栃
尾
頚
都
」
の
井
田
洋
也
　
地
壊
委
員
会
で
、女

性
委
員
が
訴
え

さ
ん
（韓
）は
た
め
息
を
つ
い
た
。　

　
　
た
。

「商
店
や
空
所
、病

院
な
ど
を
一

国
の
地
域
斉
拝
７
医
答
基
桟
庁
指ヽ

定
ぎ
れ
た
４
地
域
の
中
で
、

栃
馬
は

題
後
在
覇
石
を
の
路
線
バ
ス
が
通
る

意

ま
れ
た
エ
リ
ア
″
だ
「
そ
れ
ゆ

え
に
、

住
民
革
客
の
具
体
的
な
交
通

ビ
ジ
七
ン
が
お
き
づ
う
い
と
い
う
。

山
古
志
の
取
り
組
み
な
ど
を
聞

き
、き

冒

ん
は
忍

た
ち
は
他
の
中
山
間

地
よ
り
後
れ
を
取
っ

た
。他

地
域
を
参
考

に
事
業
を
具
体
化
し

た
い
」と
語
る
。同

法
人
で
は
、高

齢

者
が
買
い
物
を
し
や
す
い
路
線
、点

在
す
る
観
光
資
源
を
つ
な
ぐ
略
線
な

ど
、さ

ま
ざ
ま
な
案
を
検
討
し
て
い

る
。現

在
、

注
百
し
て
い
る
仕
組
み
の

一
つ
は
栃
尾
郷
診
療
所
の
無
料
送
迎

パ
ス
だ
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
山
あ
い

の
半
蔵
金
や
栗
山
沢
な
ど
か
ら
患
者

を
連
ぶ
。

希
望
が
あ
れ
ば
途
中
の
面

店
街
で
止
ま
る
。

利
用
者
の
女
性

篠
せ
は

コ
」ん
な
小
回
り
の
利
く
パ

ス
が
増
え
る
と
い
い
ね
」と
話
し
た
。

操
題
は
地
域
内
の
移
動
だ
。校

別

れ
し
た
条
落
と
中
心
部
を
お
ふ
路
線

パ
ス
は
あ
る
が
、周

逸
す
る
ル
ー
ト

が
な
く
、章岩

常
嘉
養
）少
な
い
。必碑

首

務
合
特
区
に
つ
い
て
着
し
た
栃
馬
地

瞳
委
員
会
＝
１９
日
、

栃
尾
支
所

気
に
回
れ
る
よ
う
に
し
て
は
し
い
」。

生
活
に
根
付
い
た
路
速
づ
く
り
が

望
ま
れ
て
い
る
。

き
て
、

と
て
も
便
利
」
と
話
す
。

バ
ス
は
表
間
市
と
の
合
併
前
、

２

０
０
７
年
に
旧
川
日
町
が
始
め
た
。

ワ
ウ
４本
ツ
ク
ス
カ
１
３
台
の
運
転
を

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
奏
驚

し
、

日
曜
や
年
末
年
始
を
険
書
■
日

立
獲
速
行
す
る
。

だ
が
、

人
件
費
や
ガ
ソ
リ
ン
代
な

ど
年
間
の
経
費
は
■
千
万
円
に
上

る
。

運
賃
収
入
は
２
０
０
万
円
で
、

赤
字
分
警
貿
ｕ
万
円
を
市
が
税
金
で

箱
娘
す
る
の
が
現
状
だ
。

収
言
醸
書
や
活
性
化
の
切
り
札
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、

今
回

の
特
区
連
軍
た
。

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

ア
ヽ
ら
し
サ
ポ
ー
ト
赳
後
川
口
」

が
主
体
的
に
運
営
し
き
う
と
検
節
を

差歯
る
。

一営
の
国
霞
晋
ん
（じ

は

寅
い
塑
署

へ
ぞ
鷺

景
繕

老
天
の
見
守
り
襲
務
、

パ
ス
を
貸
し

出
す
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
一
と
柔
軟
な
運
営
種
類
を
お
く
。

ま
す
は
ニ
ー
ズ
を

細
か
と
賢
聾
ヨ
る
た

め
、

同
法
人
で
は

利
用
者
へ
の
開
き
取

り
や
住
民
と
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
す
る
。

利
便
性

と
収
益
性
の
向
上
を
目
指
し
、
新

し
い
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。

写
真
＝
パ
ス
を
使
う
中
で
顔
見
知
リ

に
な
り
、

同
じ
便
に
乗
り
合
わ
せ
て

会
首
を
楽
し
む
住
民
ら

（１８
日
、

重

岡
市
東

迦
「
〕
ケ

ｒ

十
一　
　
」
ｆ
ヤ

収
益
性
と
利
便
性
課
題

柔
軟
運
営
へ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
移
行
も

川
口
支
所
や
高
庫
の
あ
る
中
心
郡

と
、

国

の
面

理

に
握

惑

集
落
を
結
ぷ
別
口
地
域
バ
ス
。

車
体

の
０
か
ら

「奮
と
い
バ
ス
」
と
呼
ば

れ
、

車
内
で
は
買
い
物
や
通
院
に
利

用
す
る
案
を
が
世
関
話
に
花
を
咲
か

せ
、

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

常
連
の

一
人
で
西
川
日
の
主
婦
、

平
沢
鈴
代
さ
ん
命
彰
は

一ど
こ
ま
で

行
っ
て
も
つ々
Ψ
立
円
だ
し
、

仕
事
や

買
い
物
で
毎
日
の
さ
つ
に
使
っ
て
い

る
。

家
や
病
院
の
前
で
乗
り
降
り
で

山
古
志
な
ど
４
地
城
を
対

生
に
基
四
０
ひ
担
だ
空
率
け

た
国
の
家
碑
宮
壁
合
に
つ
い

て
検
討
す
る
市
中
山
間
地
域

自
立
促
進
協
議
会
が
２０
日
、

同
市
役
所
で
開
か
れ
た
。規

制
緩
和
の
実
現
に
向
け
国
と

協
眠
軍
密
寿
つ
て
お器
邸
虹
□
を

作
成
す
る
ほ
か
、情

報
共
有

や
意
見
交
換
の
必
要
と
に
つ

総
合
特
区
指
定
を

受
け
、

今
後
の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
な
ど

を
確
認
し
た
＝
２０

日
、

空
間
市
役
所

い
て
襲
認
し
た
。

軍
面
市
の
特
区

は
、

地
政
菱
道
の

罰

鶏

を
暑

か
り
に
、

中
山
間

地
で
色
民
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
仕

組
み
づ
を
う
と
壊
ウ
る
。

規

制
重
莉
は
断
ヱ
変
ヨ
庁
を
套
え

た
今
後
の
協
議
で
ま
と
め
、

そ
れ
を
基
に
市
が
計
画
を
作

ち
て
選
挙
笙
宝げ
る
。

国
は

５
月
の
大
型
連
体
ま
で
に
全

て
の
特
区
に
つ
い
て
計
一］
作

り
を
な
え
、

動
吉
出
し
た
い

と
し
て
い
る
。

協
露
会
に
は
、

市
幹
部
や

対
皇
と
な
る
山
古
志

・
太

鳴

企
画
、

電

、
川
房

４
地
域
で
活
動
す
る
団
体
メ

ン
バ
ー
ら
が
多
加
”
理
行
区

は
、

地
城
が
責
任
を
持
っ
て

活
動
す
る
こ
と
が
前
提
。

そ

の
た
め
に
は
４
地
域
間
一な
ど

で
情
報
を
共
有
し
、

知
恵
を

出
し
合
う
ぺ
き
だ
」
「地
域

内
、

市
全
頭
で
課
題
を
掘
り

下
げ
て
議
輸
す
る
場
が
必

西
こ
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

規制緩和へ意見交換

晨進転事業開始の流れ確認


